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平成２６年度全国学力・学習状況調査の結果について 

 

                           岩国市教育委員会 

 

１ 調査の概要  

 

（１）目 的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、  

そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。また、  

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

 

（２）調査期日  平成２６年４月２２日（火） 

 

（３）４月２４日に調査を実施した学校数・児童生徒数 

学 年 学 校 数 児 童 数 

小学校第６学年 岩国市立小学校 ３４校 １１７３ 人 

中学校第３学年 岩国市立中学校 １５校 １１８７ 人 

 

（４）調査内容 

  ①  教科に関する調査（国語、算数・数学） 

      問題 A…主として「知識」に関する問題 

      問題 B…主として「活用」に関する問題 

  ② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

     ア 児童生徒に対する調査【小学校…７４項目 中学校…７４項目】 

     イ 学校に対する調査【小学校…１０１項目 中学校…９９項目】 
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２ 結果概要 

（１）教科に関する結果 

  ① 平均正答率 

   ○ 小学校 

 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 

岩国市 ７４．６ ５５．８ ７９．７ ５８．５ 

山口県 ７３．６ ５７．８ ７９．５ ５８．６ 

全 国 ７２．９ ５５．５ ７８．１ ５８．２ 

    

○ 中学校 

 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

岩国市 ８１．０ ５３．０ ６８．８ ６１．２ 

山口県 ８０．７ ５２．４ ７０．３ ６２．６ 

全 国 ７９．４ ５１．０ ６７．４ ５９．８ 

  ② 全体の結果 

   ○ 県平均との比較（平均正答率） 

     小学校では、国語Ａ・算数Ａで、県平均を上回っている。 

     中学校では、国語Ａ・国語Ｂで、県平均を上回っている。 

○ 全国平均との比較（平均正答率） 

小学校では、国語Ａ・Ｂ、算数Ａ・Ｂのすべてで、全国平均を上回っている。

中学校では、国語Ａ・Ｂ、数学Ａ・Ｂのすべてで、全国平均を上回っている。 

  ③ 教科ごとの結果 

   【小学校国語】 

    ・問題Ａ：全国平均及び県平均を上回っている。 

    ・問題Ｂ：全国平均を上回っているが、県平均を下回っている。 

   【小学校算数】 

    ・問題Ａ：全国平均及び県平均を上回っている。 

    ・問題Ｂ：全国平均を上回っており、県平均とほぼ同じである。 

   【中学校国語】 

    ・問題Ａ：全国平均及び県平均を上回っている。 

    ・問題Ｂ：全国平均及び県平均を上回っている。 

   【中学校数学】 

    ・問題Ａ：全国平均を上回っているが、県平均を下回っている。 

    ・問題Ｂ：全国平均を上回っているが、県平均を下回っている。 
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（２）生活習慣や学習環境等に関する結果 

  ①  児童生徒に対する調査 

   【望ましい状況】（全国・県と比べて高い状況） 

○ 朝食を毎日食べている。（中３） 

○ 難しいことでも失敗を恐れないで挑戦したり、自分に良い点があると思ってい

たりする。（小６） 

○ 将来の夢や目標を持っている。（小６） 

○ 普段（月~金曜日）にテレビゲームをしている。（小６・中３） 

○ 家の人と学校について話をする。（小６） 

○ 家の人が、授業参観や運動会などの学校行事に参加する。（小６・中３） 

○ 家で、学校の宿題をしている。（小６・中３） 

○ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。（小６） 

○ 総合的な学習の時間の学習が、普段の生活や社会で役立つと思う。（小６） 

○ 授業で本やインターネットを使い、グループで調べ活動をよくやった。（小６） 

○ 授業の中でわからないことがあった場合、誰かに尋ねる。（中３） 

○ 国語の勉強が大切で、将来社会に出た時に役立つと思う。（中３） 

○ 算数の授業で新しい問題に出会ったとき、それを解いてみたいと思う。（小６） 

○ 算数・数学の授業で学習したことが将来役立つと思う。（小６・中３） 

 

   【課題とみられる状況】（全国・県と比べて低い状況） 

   ●学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）に学習している時間。（中３） 

   ●休日に学習している時間。（小６・中３） 

   ●普段（月～金曜日）に読書の時間。（小６） 

   ●自分で計画を立てて勉強する。（中３） 

   ●家で、学校の授業の予習をしている。（小６・中３） 

   ●家で、学校の授業の復習をしている。（小６） 

   ●今住んでいる地域の行事に参加している。（小６・中３） 

   ●地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある。（小６・中３） 

   ●地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。（小６・中３） 

   ●新聞を読んでいる。（小６・中３） 

   ●テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見る。（小６・中３） 

   ●総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこと

などを発表するなどの学習活動に取り組んでいる。（小６・中３） 

   ●本やインターネットを使ってグループで調べ学習をよく行っていた。（中３） 

   ●国語の勉強は大切だと思う。（小６） 

   ●読書が好き。（小６） 

   ●国語の授業で、自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気をつけて書

く。（小６・中３） 

   ●算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを知るようにしている。（小６） 

   ●算数の授業で問題の解き方や考え方がわかるようにノートに書いている（小６） 
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  ② 学校に対する調査 

   【望ましい状況】 

   ○前年度に、「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けた（中） 

   ○対象学年の生徒に対して、前年度に、放課後や長期休業を利用した補充的な学習

な学習サポートを実施した（中） 

   ○前年度に、算数の授業において、コンピュータ等の情報通信技術を活用した授業

を行った（小） 

   ○前年度の全国学力・学習状況調査や学校評価の自校の結果等を踏まえた学力向上

のための取組について、保護者や地域の人たちに対して働きかけを行った（中） 

   ○全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と

併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行った（小） 

   ○国語の指導として、前年度までに、漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着

させる授業を行った。（小・中） 

   ○数学の指導として、前年度までに、実生活における事象との関連を図った授業や

罫線問題などの反復練習をする授業を行った。（中） 

   ○学校の教員は、特別支援教育について理解し、前年度までに、調査対象学年に対

する授業の中で、生徒の特性に応じた指導上の工夫（板書や説明の仕方、教材の

工夫など）を行った。（中） 

○生徒に対して、前年度までに、国語や数学の指導として、家庭学習の課題（宿題）

を与えた。（中） 

○児童に対して、前年度までに、保護者に対して児童の家庭学習を促すような働き

かけを行った。（小） 

○生徒に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、生徒に家庭での学習方法

等を具体例を挙げながら教えるようにした。（中） 

○模擬授業や事例研究など、実践的な研修を行っている（小） 

○学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全教職員の間で話し合ったり、

検討したりしている（小・中） 

○学校全体の学力傾向や学校運営の状況やそれぞれの課題を全教職員の間で共有

し、学校として組織的に取り組んでいる（小） 

○知識・技能の活用に重点を置いた指導計画や言語活動に重点を置いた指導計画を

作成している。（中） 

○言語活動について、国語科だけではなく、各教科、道徳、総合的な学習の時間及

び特別活動を通じて、学校全体として取り組んでいる。（中） 

 

   【課題とみられる状況】 

   ● 国語の授業において習熟度別の少人数指導を行った。（小・中） 

   ● 児童に対して、前年度までに、ボランティア等による授業サポートを行った。

（小） 
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    ３ 参考データ等  

（１）教科ごとの結果 

  ① 小学校国語 

 

  国語Ａについては、全国・県平均正答数を上回っており、知識・技能の定着に関し

て、向上が見られた。国語Ｂについては、県平均正答数を下回っており、知識・技能

を活用する力に関して伸びてきているが、一部に課題が見られる。 

 

 【相当数の児童ができている点】 

  （Ａ）学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読み書きすることや故事成語の

意味と使い方を理解すること。 

  （Ｂ）付箋に書かれた内容を関連付けながら、最初にもった疑問を捉えること。 

 【課題のある点】 

  （Ａ）情景描写の効果を捉えることや国語辞典を使って、言葉の意味と使い方を理解

すること。 

  （Ｂ）二つの詩を比べて読み、自分の考えを書くことや目的に応じて、話し合いの観

点を整理すること。課題を解決するために、目次や索引を活用して、本を効果的

に読むこと。 

 

  ② 小学校算数 

 

 算数Ａについては、全国・県平均正答数を上回っており、数量や図形についての技

能に、成果がみられる。算数Ｂについて、県平均正答数とほぼ同じである。 

 

 【相当数の児童ができている点】 

  （Ａ）円周の長さを、直径の長さを用いて求めることや作図に用いられている図形の

約束や性質を理解すること。 

  （Ｂ）示された計算のきまりを基に、異なる数値の場合でも工夫して計算する方法を

記述することや二人のリズムが重なる部分を、公倍数に着目して記述すること。 

 【課題のある点】 

  （Ａ）立体図形とその見取図の辺や面のつながりや位置関係について理解することや

被乗数に空位のある整数の乗法の計算をすること。 

  （Ｂ）全体と部分の関係を示すために用いるグラフを選択することや示された条件を

基に、残った平面に４つの長方形を敷き詰めること。示された情報を解釈し、基

準量の 1.5 倍の長さを表している図を選択すること。 
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  ③ 中学校国語 

 

 国語Ａ・Ｂにおいて、全国・県平均正答数を上回っており、知識・技能の定着およ

び活用する力に成果が見られる。 

 

 【相当数の生徒ができている点】 

  （Ａ）文脈に即して漢字を正しく読み書きすることや、歴史的仮名遣いを現代仮名遣

いに直して読むこと。辞書を活用して、語句の意味を適切に書くことや目的に

沿って話し合い、互いの発言を検討すること。 

  （Ｂ）文章に表れているものの見方について、自分の考えをもつことや表現の技法に

ついて理解すること。文章の構成や表現の仕方などについて、根拠を明確にし

て自分の考えを書くこと。 

 【課題のある点】 

  （Ａ）文脈の中における語句の意味を理解することや抽象的な概念を表す語句が示す

ものについて理解すること 

  （Ｂ）本や文章から、目的に応じて必要な情報を読み取ることや落語に表れているも

のの見方や考え方について、根拠を明確にして自分の考えを書くこと 

 

  ④ 中学校数学 

 

 数学Ａ・Ｂにおいて、全国平均正答数を上回っているものの県平均正答数は下回っ

ており、知識・技能の定着および活用する力に成果及び一部課題が見られる。 

 

 【相当数の生徒ができている点】 

  （Ａ）一次関数の変化の割合の意味を理解することや樹形図などを利用して、確率を

求めること。 

  （Ｂ）グラフの特徴を事象に即して解釈し、結果を改善すること。 

 【課題のある点】 

  （Ａ）数量の大小関係を不等式に表すことや底面が合同で高さが等しい円柱と円錐の

体積の関係について理解すること。 

  （Ｂ）付加された条件の下で、証明を振り返って考え、事柄を用いることや与えられ

たグラフを事象に即して解釈すること。 
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（２）生活習慣や学習環境等に関する結果（児童生徒質問紙より） 

  ※クロス集計（児童生徒質問紙と正答率の関係を示したもの） 

 

◎家庭学習に関すること 

 

【学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をし

ますか】 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校 

 

 

 

 

 

 

 ◎岩国市の小学生の家庭学習の時間は、全国平均とほぼ同じである。 

 ◎岩国市の中学生の家庭学習の時間は、全国平均より短い傾向にある。 

 

クロス集計より 

小学校                   中学校 

◎小学校では、学習時間が長いほど、正答率がよい。 

 ◎中学校では、２時間～３時間（集中できる時間）が、正答率がよい。 
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◎読書について 

【学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどのくらいの時間、読書をしま

すか】 

 小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校 

 

 

 

 

 

 

 ◎岩国市の小学生は、読書の時間がやや短い 

 ◎岩国市の中学生は、読書の時間がやや長い。 

 

 クロス集計より 

 小学校                  中学校 

 

 

 

 

 

 

 ◎小学校では、Ｂの問題で読書時間と正答率の関係が見られる。 

 ◎中学校では、読書時間と正答率の関係性は、あまり見られない。 
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◎社会への関心 

【新聞を読んでいますか】 

 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

 

 

 

 

 

 

 ◎岩国市の小・中学生とも、新聞を読む子供の割合がやや低い。 

 

 クロス集計より 

小学校                  中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎小学校では、新聞を読む児童の方が、正答率が高い。 
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◎家庭や地域とのかかわり 

【家の人と学校での出来事について話をしますか】 

 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎岩国市の小学生は、家の人に学校での出来事を話す割合が高い。 

 

 クロス集計より 

小学校                  中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎小・中学生とも、家で学校での出来事を話す子供の方が、正答率が高い。 

 

 

○岩国市として今後、進めていきたいこと 

（１）家庭学習の充実（時間、質の向上、宿題から計画的、自主的な取組） 

（２）読書習慣の確立（幼少時からの読書習慣、意識した読書） 

（３）授業改善（ねらい・振り返り・言語活動・かかわり） 

（４）保護者・地域とのかかわり 

 


